
の
項
に
就
い
て
の
豫
備
知
識
が
記
さ
れ
る
。
次
に
四
十
涯
頁
を
高

し
て
文
書
に
見
え
た
封
建
制
度
上
の
種
々
の
要
鮎
一
土
地
の
起
原

ミ
愛
遷
に
つ
い
て
、
新
雪
の
領
主
胡
互
の
・
領
脚
こ
將
軍
－
こ
の
、

朝
廷
、
こ
の
閥
に
鑑
じ
る
種
々
の
開
係
に
つ
い
て
、
政
治
的
、
法
制

的
、
経
濟
的
、
制
度
に
つ
い
て
等
、
封
建
制
度
の
中
に
内
在
す
る

事
象
に
就
い
て
の
索
引
が
作
ら
れ
て
み
る
が
、
そ
の
際
西
欧
封
建

鯛
度
に
就
い
て
造
詣
深
き
著
者
は
こ
れ
ら
ω
黙
に
就
い
て
爾
者
の

（
特
に
黙
契
西
、
こ
）
間
に
存
在
す
る
差
異
に
つ
い
て
有
盆
な
指
摘
を

試
み
ら
れ
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
書
は
そ
の
持
つ
内
容
の
総

て
の
方
面
か
ら
観
察
さ
れ
、
人
は
之
を
埋
る
事
に
依
っ
て
こ
の
文

書
に
示
さ
れ
た
日
本
封
建
制
度
の
特
質
に
就
い
て
善
き
理
解
を
持

ち
得
る
で
あ
ら
う
。
而
か
も
こ
の
示
唆
に
富
ん
だ
記
蓮
す
ら
も
、

著
者
は
た
ゾ
資
料
そ
の
も
の
瓦
提
供
を
穏
的
ミ
し
て
學
者
各
霞
の

研
究
を
挨
つ
上
か
ら
一
の
試
み
に
す
ぎ
な
い
、
こ
謙
遜
さ
れ
て
る
る

が
、
文
書
を
死
物
ミ
し
て
で
な
し
に
實
際
崖
活
の
記
録
ミ
し
て
取

扱
ひ
、
そ
れ
を
か
Σ
る
つ
Σ
し
ま
や
か
な
形
式
で
示
さ
る
・
著
者

の
門
訴
的
良
心
の
閃
き
を
見
て
擦
謝
を
捧
げ
ぬ
も
仙
は
あ
る
ま
い

次
に
文
書
研
究
に
使
周
さ
れ
た
書
籍
巳
録
が
七
頁
あ
っ
て
か
ら
丈

　
　
　
策
ナ
四
塗
　
　
紹
　
　
卜

書
の
懸
課
．
「
こ
其
解
設
及
び
脚
註
に
二
露
五
頁
を
費
．
さ
れ
て
み
る
α

丈
書
は
最
も
原
文
に
近
い
形
で
、
正
し
き
意
味
を
徳
へ
ん
，
こ
試
み

ら
れ
、
各
文
書
の
は
じ
め
毎
に
そ
れ
の
｝
般
的
性
質
の
三
明
、
圏

有
名
詞
に
就
い
て
要
領
を
得
た
註
繹
、
或
は
臨
書
の
意
味
す
る
封

建
的
特
色
に
就
い
て
の
適
切
な
指
鏑
が
見
得
ら
れ
て
、
始
め
て
此

等
の
資
料
に
接
す
る
歓
米
の
學
者
に
も
文
書
の
意
味
の
理
解
に
困

難
を
感
じ
な
い
で
あ
ら
う
だ
け
の
用
意
が
備
へ
ら
れ
て
、
倫
入
來

院
家
譜
の
解
説
三
十
八
頁
、
こ
索
引
二
十
一
頁
、
こ
が
附
加
さ
れ
て
る

る
。
斯
る
忠
實
な
る
紹
介
に
依
っ
て
、
入
來
院
文
書
は
始
め
て
箪

な
る
日
本
の
西
南
に
お
け
る
一
地
方
の
現
象
こ
し
て
で
な
く
、
入

間
生
活
の
一
記
録
嘔
こ
し
て
世
界
的
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
巻

末
に
丈
短
が
附
加
さ
れ
て
娠
文
ご
の
二
丁
に
便
を
蹴
ハ
へ
ら
れ
て
る

る
〔
黍
，
～
〕

　
　
働
明
治
維
新
更
　
　
　
　
　
　
　
井
野
邊
茂
雄
著

　
本
書
は
ロ
ゴ
ス
叢
瞥
の
第
二
編
、
こ
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、

筆
を
黒
船
の
渡
來
に
起
し
、
安
政
の
臨
國
、
公
武
の
衝
突
，
公
武

の
合
鍵
，
討
幕
ω
機
藩
、
王
政
復
古
、
維
新
の
磯
果
、
結
論
の
八

章
に
分
ち
て
明
治
維
新
奥
．
の
梗
概
を
辮
開
に
叙
蓮
し
て
あ
る
。
全

　
　
　
　
　
　
第
三
競
　
一
二
一
　
ハ
凶
四
三
）



　
　
　
第
十
四
稔
　
　
翻
　
　
三

江
の
立
論
は
、
世
に
黒
船
の
渡
來
、
公
武
關
係
の
破
綻
の
撫
き
は

幕
府
崩
壌
の
原
m
四
で
は
な
く
、
僅
か
に
其
の
一
の
機
會
を
輿
へ
た

も
の
で
あ
る
ε
．
説
く
も
の
が
あ
る
け
れ
励
こ
も
、
維
新
の
政
塗
は
黒

離
の
歴
戦
に
矯
眺
め
た
る
識
者
が
主
ミ
し
て
建
治
的
に
他
國
の
侵

害
か
ら
免
れ
ん
「
こ
す
る
國
家
擁
護
の
蓮
動
で
あ
っ
た
。
穿
っ
て
明

治
維
新
は
纏
濟
歌
態
の
醇
化
に
件
ふ
就
會
動
因
の
外
に
、
猫
立
し

て
行
は
れ
た
政
治
蓮
動
を
基
調
・
こ
せ
る
も
の
ざ
見
…
傲
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
師
ち
夫
れ
は
黒
船
の
渡
來
に
端
を
卜
し
、
王
政
復
古
、
慶
藩

置
縣
に
一
殺
落
を
告
げ
た
政
断
で
あ
っ
た
。
然
る
に
王
政
維
新
を

論
ず
る
者
、
概
ね
そ
れ
を
以
て
全
然
纏
濟
上
の
事
歯
に
墓
つ
く
も

の
ε
な
し
、
途
に
生
け
る
維
新
の
精
紳
を
没
却
せ
る
は
不
霞
然
に

し
て
且
つ
偏
狡
な
る
観
察
で
あ
る
一
こ
詮
い
て
あ
る
。
巻
末
に
維
新

輿
研
究
の
参
考
書
－
こ
詳
細
な
る
索
引
を
附
し
て
あ
る
の
は
護
者
に

，
こ
っ
て
至
便
で
あ
る
（
四
六
版
二
六
四
頁
、
東
京
ロ
ゴ
ス
書
院
護
行

儂
九
五
銭
）
∩
松
野
〕

　
　
翻
郷
歌
及
び
吏
護
の
研
究

　
　
　
（
京
城
帝
動
的
學
法
文
學
部
紀
要
第
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
獄
城
蝋
撒
隙
敏
蝦
　
小
倉
進
李
著

　
　
　
　
　
　
第
瓢
．
號
　
ご
三
　
（
　
四
四
四
）

　
十
撒
年
越
、
綱
鮮
語
の
歴
心
的
研
究
に
三
頭
し
て
來
た
著
者
の

努
力
の
結
晶
で
あ
る
。
第
一
編
に
於
て
は
新
羅
時
代
の
歌
講
で
あ

る
郷
歌
の
研
究
、
第
二
編
に
湿
て
は
新
羅
時
代
に
創
鯛
さ
れ
て
場

面
．
公
文
書
等
に
使
用
せ
ら
れ
た
吏
讃
の
研
究
を
説
窮
し
、
簾
三
編

に
於
て
は
以
上
の
研
究
に
直
接
關
係
あ
ゑ
，
母
音
調
和
凱
「
醤
擁
夫

の
憂
遷
」
「
謙
譲
の
助
動
詞
・
の
愛
遷
」
に
關
す
る
論
文
を
添
へ
て
る

る
。
本
書
は
順
当
の
希
求
す
る
襟
に
、
新
羅
時
代
の
言
語
の
一
班
及

び
新
羅
時
代
の
言
語
ミ
後
世
の
そ
れ
・
こ
の
關
係
の
一
般
を
窺
ふ
べ

き
資
料
た
る
に
論
勿
く
、
歴
史
家
が
、
殊
に
朝
鮮
古
代
文
化
の
研
究

者
に
ミ
っ
て
は
最
も
感
謝
す
べ
き
礎
石
を
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
フ

著
者
の
努
力
に
依
て
解
讃
を
可
能
に
し
た
嬬
歌
二
十
五
酋
は
纏
民

族
の
有
し
た
素
朴
な
懸
愛
、
敬
嘆
な
法
悦
の
心
境
を
和
か
な
姿
で

示
し
て
み
る
。
こ
れ
に
依
て
三
楽
史
記
、
三
國
遺
事
等
の
記
録
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
以
上
に
沈
潜
し
て
彼
の
古
代
精
聯
の
本
質

に
鰯
れ
る
事
が
出
來
る
。
著
者
の
困
難
こ
し
て
み
る
所
で
は
あ
る

が
、
佛
教
漢
雛
の
影
響
を
蒙
れ
る
も
の
ミ
然
ら
ざ
る
も
の
、
純
纏

に
韓
民
族
岡
有
の
も
の
ミ
支
那
文
化
の
影
響
を
受
け
た
も
の
，
こ
が

明
輝
せ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
謹
選
的
配
列
が
可
能
に
さ
れ
る
な
ら
ば


